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▲ パルスチューブ冷凍機式比熱容量測定装置全体�

　低振動のパルスチュ－ブ冷凍機に除振機構を有するクライオス

タットを組み合わせることで、振動の影響を完全に排除した比熱

容量計測システムを完成することができた。同システムでは極低

温から室温（13Ｋ～300K）の任意の温度で長時間連続運転が可

能であり、寒剤不使用に加え、バルブ操作の電磁弁によるリモー

ト制御化により、測定の完全自動化が可能となっている。適正試

料質量の場合の比熱容量測定の合成標準不確かさは0.2%以下を予

想している。少量型サンプルセルに加え、広口型サンプルセルも

開発した。各種サンプルセルの効率的な評価、及びライトユ－ザ

のために、－50℃～＋80℃の温度領域を生成可能なペルチェ素子を組み込んだ予備恒温槽（室

温用カロリーメータ）を設計・開発し、計測制御ハードウェアのシステム改良も行いつつ、

室温領域に特化したカロリメータにまで発展させた。�
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